
順位

Ｈ17

0.4

Ｈ17

0.4

Ｈ18

1 1 1

Ｈ17

0.1

1

4

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

第2節　青少年の健全育成

指標５

44

目標値の考え方（根拠）

指標４

指標３

地域・子どもふれあい事業実施回数

指標２

指標１

コンテスト開始年度の応募件数（平成17年度　102件）

各年度ごとの指定地区の事業達成率

3

2

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

実施目標事業数を前年比5%増に設定し、目
標値とする。（230回＝1地区10事業×23地
区）

参加見込み者数を前年比5%増に設定、目
標値とする。（13,800人＝60人×230回）

14220

基準値に対し毎年5%増を目標とする。

H17事業数237回／H17実施目標事業数230回

H17延参加者数13,816人／H17参加見込み者数13,800人

指定地区事業実績額／指定地区事業目標額×100

基準値

10,261

10,304

15,214

100.0

総事業費・人員
（単位：千円・人）

112 117

0.17,8897846

122258

100.0

10,304

13,600 15,974

指標１
（単位：回）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

265 291.0278

100.0

230.0 253

目標値 実績値実績値 目標値 目標値

212 204

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

家庭・地域の教育力の充実と学校との連携強化

年度

青少年の健全育成を推進するため家庭､地域、学校と連携し社会環境の健全化及び啓発活動を行うと共に､各地区において連携の場と
なっている健全育成組織等の活動を支援する。
　「人間性豊かな子どもの育成」と「いきいきとした市民の活動」の実現ため、学校、地域、家庭が連携し、学校教育と社会教育がそれぞれの
機能を生かしながら、協働するための環境を整備する。（総合学習センター)

平成19年度（決算） 増減の主な理由
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家庭の日「写真コンテスト」応募件数

健康福祉局

こども青少年課

１　施策の目的

越智　裕課長名

指標の基準値の定義

第４章　人間性豊かな子どもを育成します

人件費 24,150 24,150

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

実績値 目標値

２　施策の概要
地域における子どもの居場所、体験の機会の提供をねらいとして｢地域・子どもふれあい事業｣を実施するとともに、健全育成に関する児童､
生徒の絵画､作文､標語の募集や「家庭の日」写真コンテスト等による啓発活動を行っている。（こども青少年課）
学校と地域の協働推進事業を地区指定により委託し、学校と地域の情報交換や子どもたちと地域住民のふれあう事業を行っている。（総合
学習センター）

地域・子どもふれあい事業参加人数

学校と地域の協働推進事業実施率

平成20年度（決算）

31,746 31,403

指標３
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：件　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

0.1 7,431

◆総合計画における位置付け等

13,800

指標５
（単位：　）

100.0

102.0 204.0 128.0

100

17,610.0

100.0

11,624

100.0

10,261

8,3908,260

0.4

0.4

8,140

9,846 0.4

9,846 0.4

16,772

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

合計
１次評価

Ａ

市民満足度調査に
より市民ニーズを把
握し、市民の立場に
立って事業展開して
いる

市民満足度

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

各事業が果たす施
策に対する目標の
達成度合いを把握
し、効果の高い事業
を実施している

２次評価

10
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

課題

評価点

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.145で全119施策の中で76番目。
○重要度は3.916で60番目である。
○改善要望度は0.08で47番目である。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

解決策
　地域における青少年健全育成協議会が要となり、家庭、地域、学校、関係機関が連携を強化し、それぞれの
役割を再認識（明確化）することにより啓発活動の充実を図る。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

Ｈ20評価点

効率性

最小の経費で最大
限の効果を得られ
るよう、効率的に事
業を実施している

　青少年を取り巻く社会環境が大きく変化している中で、青少年の健全育成を地域や家庭に浸透させるため、
社会状況にあった啓発活動をより効果的に進めることが必要と思われる。

家庭・地域の教育力の充実と学校との連携強化

津久井

南部

西部

北部

70歳以上

60代

50代

40代
30代20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△

施策 3.145 76位 3.916 60位
２０代 2.821 107位 3.857 68位
３０代 3.375 16位 3.870 58位
４０代 3.097 61位 3.854 57位
５０代 3.063 97位 3.882 59位
６０代 3.222 67位 4.083 45位
７０歳以上 3.183 100位 3.859 77位
北部 3.160 78位 3.956 55位
西部 3.217 62位 4.034 45位
南部 3.087 84位 3.792 75位
津久井 3.069 91位 3.917 51位

満足度 重要度
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